
議第４１５号
東京都市計画地区計画の変更
（東五反田二丁目第３地区）

（品川区決定）





、

東京都市計画地区計画の決定（ 品川区決定）

都市計画東五反田二丁目第３地区地区計画を次のように変更する。

名 称※ 東五反田二丁目第３地区地区計画

位 置※ 東京都品川区東五反田二丁目地内

面 積※ 約2. 1ha

地区計画の目標 当地区は、都市再生緊急整備地域内で開発整備が進むＪ Ｒ山手線大崎駅から五反田駅に至る東五反田地区
のほぼ中央に位置する。東京のものづく り産業をリードする副都心の形成に向けたこれまでの開発成果を踏
まえつつ、当地区においても大規模低未利用地の土地利用転換や老朽建築物の更新等にあわせ、魅力と賑わ
いのある安全で快適な都市空間の形成を図る。また、貴重な環境資源であり地域のシンボルである目黒川を
最大限に活用し、潤いある市街地環境を創出することを目標とする。

区
域
の
整
備

開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針

公共施設等の整備の方針 これまでの開発整備の成果と有機的に連携し、東五反田地区全体のネットワークの構築を図るため次のと
おり公共施設等の整備を進める。
１ 地区北側の地区幹線道路４号を拡幅整備するとともに地区外周の道路および河川管理用通路沿いの敷地内
に緑道を配置し、安全、快適で緑豊かな歩行者ネットワークを構築する。

２ 目黒川沿い緑道は河川管理用通路と一体的に整備するとともに、御成橋、山本橋の橋詰めには広場や公園
を配し、隣接街区や対岸地区と協調して拠点性の高い親水空間を整備することで水とみどりのネットワー
クを構築する。

建築物等の整備の方針 当地区の特性や周辺市街地の整備状況等を踏まえ、良好な複合市街地の形成に向け、次のとおり建築物等
の整備を進める。
１ 都心居住の推進に資する居住機能、高規格な業務機能、沿道の賑わいづく りに資する商業機能等の多様な
機能を導入する。

２ 東五反田地区全体の魅力ある都市景観を形成するため、周辺市街地や隣接街区と調和した建物デザインを
行う。

３ 建築物、建築設備の省エネルギー化を推進するなど環境配慮を行うとともに、風の道やクールスポットと
なるまとまったみどりを確保するなどヒートアイランド対策に配慮した建物配置とする。

４ 周辺道路や隣接街区との連続性を考慮するとともに案内・ 誘導サインを適宜設置するなど、ユニバーサル
デザインに配慮した建築物および敷地の整備を図る。

再
開
発
等
促
進
区

位 置 東京都品川区東五反田二丁目地内

面 積 約2. 1ha

土地利用に関する基本方針※ 敷地の共同化や道路の付替え、拡幅等による街区の再編を進め、土地の合理的かつ健全な高度利用を図る
ことで、多様な機能が高度に集積する複合市街地の形成を図る。
・ Ａ地区は、業務機能を主とし、低層部には日常生活を支える商業機能の導入を図る。
・ Ｂ地区は、都市型居住機能の導入を図る。
・ Ｃ地区は、周辺の広場・ 公園と協調した公園を整備することで、水とみどりのネットワークの強化を図る。
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再
開
発
等
促
進
区

主要な公共施設の
配置及び規模※

種 類 名 称 面積及び幅員 延 長 備 考

公 園 公園 約1, 500㎡ ― 新設

その他の
公共空地

緑道1号 6. 5m 約120m 新設

緑道2号 5m 約150m 新設

緑道3号 6m 約170m 新設

地
区
整
備
計
画

位 置 東京都品川区東五反田二丁目地内

面 積 約2. 1ha

地区施設の配置及び規模 種 類 名 称 面積及び幅員 延 長 備 考

道 路 地区幹線道路４号※ 6m〔 12m〕 約185m
拡幅
〔 〕 は区域外を含む道路幅員

その他の
公共空地

広場 約700㎡ ― 新設

貫通通路 6m 約75m 新設
建築物等に
関する事項 地区の区分

名称 Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区

面積 約1. 2ha 約0. 6ha 約0. 3ha

建築物等の用途の制限※ 次の各号に掲げる用途の建築物は建築してはならない。
１ 風俗営業等の規制および業務の適正化等に関する法律（ 昭和２３年法律第１２２号） 第２条第６項
から第１０項各号の一に該当する営業の用に供する建築物

２ 建築基準法別表第二（ ぬ） 項に指定されている建築物

建築物の容積率の最高限度※ 10分の65 10分の65

ただし、住宅の用途に供する部分の
容積率は、100分の615以上としなけ
ればならない。

―

建築物の容積率の最低限度 10分の30 ―

建築物の建蔽率の最高限度 10分の6

建築物の建築面積の最低限度 500㎡

ただし、公益上必要な建築物についてはこの限りではない。

建築物の敷地面積の最低限度 1, 000㎡

ただし、公益上必要な建築物についてはこの限りではない。

壁面の位置の制限 建築物の外壁またはこれに代わる柱は、計画図に示す壁面線を超え
て建築してはならない。ただし、次の各号に該当する建築物等はこの
限りではない。
１ 歩行者の安全性を確保するために必要な上屋、庇の部分その他こ
れらに類する建築物等の部分

２ 公益上必要な建築物等で当該建築物の敷地内に存するもの
３ 地盤面下の部分

―
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地
区
整
備
計
画

建築物等に
関する事項

建築物等の高さの最高限度 115m 151m

―
地盤面からの高さとし、階段室、昇降機塔等の部分および装飾等の屋
上突出物を含むものとする。

建築物等の形態又は色彩その他
の意匠の制限

１ 建築物の外壁またはこれに代わる柱の色彩は、品川区景観計画および東五反田地区景観形成ガイドラ
インで定められた基本方針に基づき、街並み形成に配慮するなど周辺環境と調和したものとする。

２ 屋外広告物は、良好な都市景観の形成に十分に配慮したものとする。

※は知事協議事項

建築物の容積率の最高限度には、建築基準法第５２条第１４項第１項に基づく東京都容積率の許可に関する取扱い基準(平成１６年３月４日１５都市建市第２８２号)
Ⅱ３(１ )の用途に供する部分を除く ことができる。

「 地区計画の区域、再開発等促進区の区域、地区整備計画の区域、主要な公共施設および地区施設、ならびに壁面の位置の制限は計画図表示の通り。」

理由： 標記上の整合を図るため、地区計画を変更する。
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変更概要 ※ は、変更箇所及び追加箇所を示す。

名 称 東五反田二丁目第３地区地区計画

事 項 旧 新 摘 要

地

区

整

備

計

画

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項

地区の区分 名 称 Ａ地区 Ｂ地区 Ａ地区 Ｂ地区

建築物等の高さの最高限度 115m 151m 115m 151m 標記上の整合を図

るための変更

平均地盤面からの高さとし、階段室、昇降機塔

等の部分および装飾等の屋上突出物を含むもの

とする。

地盤面からの高さとし、階段室、昇降機塔等の

部分および装飾等の屋上突出物を含むものとす

る。
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